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2013-14年度のための地区協議会 プログラム

2013年 4月 27日 (土)大阪国際会議場
2013-14年度 第2660地区□―タリークラブ/下記各委員長 合計 11名

出席義務者 :会長・幹事 。SAA・ クラブ奉仕・職業奉仕・社会奉仕・新世代奉仕
国際奉仕・□一タリー財団 。米山奨学・クラブ研修リーダー

]2i30 登録受付 (5階メインホール)

13:00

15:00

第 1部 本会議 (5階メインホール)
開会点鐘並びに開会挨拶

国歌斉唱、日―タリーソング「奉仕の理想」

実行委員長挨拶

来賓・ PG紹介

歓迎の挨拶

出席報告

次年度のRI及び地区方針

災害支援プロジェクトについて

新クラブ設立について

ガバナー 0ノ ミニー紹介

ガバナー・ノミニー挨拶

2013-14年度地区大会の案内

講演「RI戦略計画」

閉会挨拶

□―タリーソング「手に手つないで」

閉会点鐘

15:20 第2部 部門別協議会

地区大会 大会委員長

RI研修リーダー
第 1ゾーンロータリー・コーディネーター

地区協議会 実行副委員長

ソングリーダー

ガバナー

司 会

ガバナー

ソングリーダー

地区協議会 実行委員長

ガバナー・エレクト

ホストクラブ会長

地区協議会 出席登録委員長

ガバナー・エレクト

災害支援プロジェクト委員長
直前ガバナー

直前ガバナー

ガバナー・エレクト

ガバナー・ノミニー

松下 和彦

高島 凱夫

澤田 信子

野中 志郎

福家  宏

山本与志弥

玉丼 利宏

福家  宏

岡部 泰鑑

岡部 泰鑑

福家  宏

泉  博朗

吉村 )青明

桑原  茂

丼川 孝三

澤田 信子

高島 凱夫

17:00 終  了

※第 1部の映像、第2部の音声をD∨Dに収録しております。
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次年度の方針

国際□一タリー第2660地区

ガバナー エレクト福家 宏

1.国際協議会2013

2.ロ ン・D。 バートンRI会長エレクトについて

3.ロ ン・D。 バートンRI会長エレクトの

テーマ講演

①ポリオ撲滅

② Future VisiOn Plan未来の夢言十画

③会員維持増強

④2013-14年度RIテーマ

4.テーマ・フラッグの解説

5.2013-14年度地区方針

6.2013-14年度5つの目標

1.2013年 1月 13日 (日 )～ 18日 (金 )、 米国力

リフォルニア州サンデイエゴにて開催された国

際協議会2013に参加して参りました。地区ガ

バナーに就任するには、国際協議会への参加が

義務付けられています。国際協議会のために設

定された研修の全てに出席しなければ、地区ガ

バナーには就任出来ません。当然私も日本から

出席した34地区のGEと共に、全てのプログラ

ムを消化して帰国致しました。厳しいスケジュ

ールではありましたが、日本の他地区のGEの皆

様と親睦を深め、世界の□一タリアンと様々な

形で交流出来たことは実に楽しいことでありま

した。プログラムを通して私は多くのことを学

んだ積りですが、その内容をどのように効果的

に皆様にお伝えをして行くか、大きな課題を抱

えながら帰つて参りました。

2.次年度の国際□―タリー会長ロン・D・ バ

ー トン氏は、1979年以来、米国オクラホマ州

ノーマンRCの会員であり、職業は弁護士です。

これまでに、地区ガバナー、恒久基金米国アド

バイザー、□―タリー財団地域コーディネーター、

インターナシ∃ナル・ポリオ・プラス委員会委員、

□一タリー財団管理委員などを歴任され、

2008-09年度は財団管理委員会副委員長、ま

た、未来の夢委員会委員および副委員長も務め

ておられます。

3.それでは国際協議会2013開会本会議にお

けるロン・バー トン次年度RI会長によるテーマ

講演の内容を皆様にお伝え致します。

① ポリオ撲滅

今から26年前、私 (ロン・バートン氏)がガ

バナー・エレクトのころ、□一タリー史上初め

てポリオ・プラスヘの募金キャンペーンが始ま

りました。「地球上からポリオを撲滅する」プ

ログラムは、当時から実現は容易でないことは

分かっていましたが、2005年には成功させる

ρ
０

攀
ROTARY INTERNA丁 10NAL

2013-2014



目標を立てました。残念ながら2013年を迎え

た今もポリオの撲滅には至らずに活動は続いて

います。しかしながらこの大変困難なプログラ

ムは、次第に終結へと近づいています。そして

今日、この仕事を終わらせるガバナーとなる皆

様の前に私は立つています。

②

現在は、□―タリアンにとって興奮に満ちた

時です。□―タリーの全盛期がこれからやって

くると私は信じています。ポリオの撲滅がかつ

てないほど実現に近づいている今、私たちは、

□―タリーの歴史における一つの章の終わりの

ページを書こうとしています。そして、未来の

夢計画の開始は、ここに新たな章の第一ページ

を書き出そうとしています。

未来の夢計画は、□―タリー財団の新たな時

代の幕開けです。□―タリーの素晴らしさをす

べて取り入れた未来の夢は、さらに規模が大きく、

持続可能な国際プロジェク トを促すと同時に、

地域社会の二―ズに応える地元プロジェク トで

の柔軟性を高めることによって、□―タリーを

新しい次元へと昇華させるものです。

③ 会員維持攀‐議|
新しい会員の勧誘が成功して入会が承諾され、

その人が会員となつても、皆さんの仕事がそれ

で終わるわけではありません。むしろ、仕事は

そこから始まります。新会員を指導し、彼らが

クラブで重要な役割を担い、□―タリーで満足

感を得られるようにしなければなりません。□

―タリーに入会した新会員全員を維持できれば、

会員増強など問題にならないはずです。毎年、

□―タリーには、およそ 12万人という大勢の人

が入会します。しかし毎年、ほぼ同じ数の会員

が退会しています。 15年以上にわたり会員数が

約 120万人にとどまり、会員数が横ばいとなつ

ているのは、このためです。本腰を入れなけれ

ばならない時が来ています。私たちは行動を起

こさなければなりません。退会者に目を向け、

退会理由は何なのか、また、それについて何か

できることがあるかを考えるべきです。私たちは、

2015年までに□一タリーの会員数を130万人

まで増やすことを目標として掲げています。

④ ll●|,4審議韓|■マ|
今皆さんは、生涯□―タリアンであり続けた

いとお考えでしよう。そう思つたきつかけが何

であれ、それをほかの人々と分かち合い、彼ら

にもそのきっかけが見出せるよう手伝ってあげ

てください。□―タリアンが関われば、また、

□―タリアンが積極的になれば、人々の人生を

豊かにすることができるのです。

7
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ら私は

2013-14年度のテーマを、

Engage Rotary Change Lives

「□―タリーを実践し

みんなに豊かな人生を」

といたしました。

2013-14年度のガバナーとなる皆さんの役

目は、□―タリアンに意欲を与え、積極的な参

加を促し、より良い世界を築く力の一部となる

機会を分かち合うことです。□―タリーの未来

のために私たちにできる一番重要なことは、す

べての□―タリアンが積極的に参加し、最大限

に自己を生かせるよう支援することです。□―

タリーの奉仕の発展を心から願うならば、今、

ここにいる私たちが抱いているのと同じ気持ちを、

すべての□―タリアンに抱いてもらわなければ

なりません。皆さんは選ばれた方々です。クラ

ブの会員として選ばれ、ガバナーとして選ばれ

ました。皆さん一人ひとりは、□―タリーのリ

ーダーとなる責任を引き受けることを選びました。

今一つだけ、皆さんにお約束できることがあ

ります。それは、皆さんがどれほどの達成を遂

げようと、次年度にどのような奉仕を行おうと、

一番豊かになるのは、皆さん自身の人生だとい

うことです。

さあ、今、その時が来たのです。私たちはと

もにこの旅に出発します。力を合わせて、□―

タリーをより良い未来へと導き、「□―タリー

を実践し みんなに豊かな人生を」もたらしてい

きましょう。

以上がロン・D。 バー トンRI会長エレク トのメ

4 次年度RIテーマをイラストレイトしたテーマ・

フラッグの色のうち、ブルーはバー トン氏出身

のオクラホマ州旗の色で、オクラホマの青い空

を表しています。また赤はバー トン氏出身のオ

クラホマ大学の校旗の色です。Engageは「歯

車をかみ合わせる」という意味で、互いの力を

合わせて実践し従事し、人々の人生を豊かにす

ることを象徴的に表しているということです。

『Rl第2660地区
2013-14年度地区方針』

次年度RIテーマの和訳は「□―タリーを実践し、

みんなに豊かな人生を」であります。私はこの

和訳には些かですが疑間を覚えます。ロン・D・

バー トン会長エ レク トは、開会本会議で

Change thei「 ‖∨esllと言われましたが、同時

5
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にChange yo∪「 ‖∨esllとぃぅことも述べてお

られます。私は次年度RIテーマを尊重しつつ、「□

―タリアンが奉仕を実践した時には□―タリア

ン自身の人生が豊かになる」というバー トン氏

のメッセージを受ける形で、次年度当地区の方

針を次の通りと致しました。

「感動の体験を!!人々にも、自身にも」
I⊃articipatell

～参加し、敢行しよう～

1人でも多くの回―タリアンにRIや□一タリ

ー財団プログラムに参加をして頂きたい。立案

した計画が困難を伴つても是非勇気をもって敢

行して頂きたい。これが私の思いと願いであり

ます。

・PartiCipate"こ れは、日本人初のRI会長を

務められた東ヶ崎潔氏のRIテーマです。私はこ

の言葉を心に刻み、この言葉を拝借して、その

まま地区の方針にしたいと考えました。「参加し、

敢行しよう!!」 であります。どうか皆様のこ理

解を頂きたくよろしくお願い申し上げます。

6.さて地区としては何にポイントを置いて活動

を進めて行くかつ私は5つの目標を定めました。

「クラブのサポー トと強化」に関わるものとし

て

①会員の維持と増強です

会員の維持のためには入会後年数の浅い会員に

出来る限りRIや□―タリー財団のプログラムに

参加するように工夫をして頂きたいのです

続く3つは「人道奉仕の重点化と増加」であり

②ポリオ撲滅への努力

③F∨Pによるプロジェクトの成功

④東日本震災復興支援

そして「公共イメージと認知度の向上」に関わ

る

⑤広報活動

この5項目に重点を置いて活動して頂きたいと、

強く念願しております。

●ここでポリオ撲滅活動について述べたいと存

じます。RIがポリオ・プラス計画を立ち上げた

のは1985年です。□―タリーはこれまで、世

界ポリオ撲滅活動へ 10億米 ドル以上を寄付しま

した。□―タリーの活動に触発されて世界保健

機関がポリオ撲滅の決議を採択し、1988年に

世界ポリオ撲滅推進計画 (GPEI)が発足しまし

た。全国―斉予防接種日 (NID)に は、子供た

ちへのワクチン投与活動に数多くの□―タリア

ンが参加してきました。今やポリオ常在国は

2011年 1月以来インドが消えて、パキスタン、

アフガニスタン、ナイジェリアの3カ国のみです。

RIがポリオ撲滅活動を開始して4半世紀を経て、

ポリオ根絶まで本当に「もう少し!|」 のところ

まで来ているのです。確かに最後の 1%の撲滅

は至難であり、費用も労力も要します。厳しい

状況にはありますが、私たちは「必ず地球上か

らポリオを根絶する」という強い意志を持って、

今一度努力しようではありませんか。
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●東日本大震災から2年が経ちました。私たち

は未曾有の大災害を目の当たりにし、皆様とと

もに数々の支援活動を続けて参りました。被災

地の□―タリアンに出会いますと、皆様は「有

難うこざいます」とお礼を申されます。しかし

私は「私たちの方こそ奉仕の機会を与えて頂き

感謝です」と申し上げております。□―タリー

の奉仕は「してあげる」のではなくて「させて

頂く」ものであることを常に心に留めておくベ

きだと思います。その心を持つて実施する□一

タリーの奉仕の実践は、人々にも自分自身にも

感動を与えるのだと、私は強く感じている次第

です。

●さあ皆様|1私たちが取り組むべき課題は、少

なくありません。私たちが勧誘した新しい会員が、

1年も経たないうちに裏□から出て行くような

ことが無いように、新しい会員にも役割を分担

しクラブの強化に取り組んで下さい。F∨ Pプロ

ジェク トが本格始動する年、プロジェク トには

出来る限り多数の会員に参加を呼び掛け、新し

い会員にも参加を促すことが大切です。そして

貢献した会員を皆で称えましよう。私たちはこ

のように人々の人生を豊かにする働きをするこ

とで自らが豊かになって行くのです。□一タリ

ーだからこんなことが出来るのです。

●どうか皆様!I PartiCipate ll「参加し、敢

行して下さい」そして「感動の体験を人々にも

与え、自らも感動を」体験して下さい。次年度

に向けての私の思いは、以上の通りです。とも

に前進致しましょう||
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災害支援プロジェクトについて

今年度災害支援プロジェクト委員長の岡部です。

次年度委員長は高島ガバナーですが、この度は私

が発表させて頂きます。

次年度の災害支援プロジェクトの方針は今年度

と同様に

・現地二―ズの的確な掌握体制の構築

(各クラブ活動の連携と地区独自の支援 )

・二一ズの見極めと優先順位付け、各クラブヘ

の的確なフィー ドバック

・各クラブ協同プロジエク トの仲介と必要資金

の全クラブヘの支援要請

・ガバナー月信にて活動状況随時報告

・各地区委員会等での機会ある度に、バズセッ

シ∃ンや講演を通じての支援の啓蒙

以上のことを主軸に進めて行きたいと思います。

震災の年より2年、支援プロジェクトを進めて

まいりました。特に今年度に至つては、各クラブ

独自で支援活動を進めて下さり、大変感謝申し上

げます。その中でも更に地区へ支援活動の資金を

多く頂き、有難うこざいます。昨年7月 より今年4

月 11日現在、4,781,020円 を預からせて頂き、

7件の各クラブ申請の支援活動に、地区資金を助

成し、現残高は2,891,120円です (現在2件検討

中)。

災害支援プロジェクト委員長

直前ガバナー
岡部 泰鑑

まだまだ当地区に多くの支援要請が来ております。

地区としては皆様に申し上げました通り、要請項

目に優先順位を付け、ニュースレターを用いて各

クラブにお願いをしておりますが、反応が悪く少々

困つております。地区としては各クラブ支援活動

の助成金として、最大70万円の支出を決めており、

なおプロジェクト総額に対する地区助成金比率を

50%以内としており、支援内容は人道的支援を原

則としております。次回並びに次年度からはニュ

ースレターではなく、各クラブに緊急災害支援要

請として、各クラブ会長・幹事、並びに社会奉仕

委員長に向けて発信してまいります。

最後に、PttTSの時にもお願い申し上げましたが、

次年度も各クラブより5万円以上の地区資金をお

願い申し上げます。クラブの大小がありましょうが、

それはそれなりに考えて頂き、より5万円以上、

重ねてお願い致します。

東北は遅々として復興は進んでおりません。福

家ガバナー・エレクトは先程「痛みを伴う奉仕こ

そ奉仕」と言われました。そのところ、宜しく。

11

こ清聴有難うこざいました。



新クラブ設立について

高島ガバナー年度に新クラブが設立致しました。

新クラブは今月 16日付で国際□一タリーにより

認証されました。名称は “大阪みおつくし□一タ

リークラブ
"で
す。このクラブはガバナー月信に

て経過報告をしておりました、仮称 大阪フアン

タジー□一タリークラブです。フアンタジーとは

欧米ではあまり良い意味を持たないということで

“大阪みおつくし□一タリークラブ
"と
なり、例

会日は毎週木曜日午後2時30分から3時30分のテ

ィー例会です。例会場所は大阪大学中之島センタ

ー9階。多くの方々のメイクアップをお待ち申し

上げます。

直前ガバナー 岡部 泰鑑

なお、チャーターナイ トは、6月 17日 (月 )午

後6時より太閤園の予定。IM所属は第8組と致し

ます。

地区内84番目の全国で初めてのティー例会のク

ラブです。

どうか宜しくお願い致します。

12
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請 演「RI戦略計画」

私は岩手県と宮城県からなるRI第2520地区
の塩釜 RCからまいりました。この度は当地区の
丼上映夫コーディネーターを介し、福家宏 GEの
こ依頼でおうかがい致しました。こちらの地区に

は菅生様、近藤様と2人の元 RI理事がおられ、
―度おじゃまして皆様と□―タリーについてのお

話をさせていただきたいと思つておりましたので、

大変うれしく光栄に感じております。

本国はRIの戦略計画について、私なりにお話
しさせていただきます。

まずその前に、東日本大震災に際してはこの地

区の皆様には多大なるこ支援をいただき、ありが

とうこざいます。現地では、復興はまだ続いてお

ります。今後ともこ支援をお願い致します。

RIの戦略計画の目的は、魅力あるクラブづく
りでこざいます。クラブ活力を再生させていくこ

とが重要です。□―タリーが第2の世紀を迎え、

RIは組織と活動を見直すため戦略計画の策定に
着手しました。規定審議会や□―タリアンの意識

調査などを経て、計画の内容が検討されました。

その結果として、3つのニーズが挙げられました。

「会員同士のつながり」「アイデア交換」「リソー

スの提供」です。RI理事会ではこれらの優先項
目に応えるため、様々な取り組みを行つています。

これにより成功の鍵として「強いクラブ」→「素晴

しいプロジエクト」→「強烈な印象」→「会員と支

RI研修リーダー、第1ゾーンロータリー・コーディネーター

桑 原 茂

援者の増加」→「大きな地球規模の成果」→「公共

イメージの向上」→「寄付貢献の増加」といつたサ

イクルの発生を想定しています。

またクラブのサポー トと強化に関しては「□一

タリークラブセントラル」が新たに加えられました。

これはクラブの現況を分析し、次年度の目標を設

定して計画を策定、そしてその進捗を確認するシ

ステムです。その機能については、現在も開発が

続いています。

クラブではこのツールを活用し、プログラムの

立案から完了までの進捗を確認できます。これに

より各クラブで広報目標を設定したり、日標の達

成状況を確認したりできます。ぜひ皆様もお試し

いただきたいと思います。

次に人道的奉仕の増強と増加についてです。ポ

リオ撲滅や水と衛生、新世代奉仕などはこれを目

標としております。□―タリーは今後も、他の団

体とも協力しながらこの目標に取り組んでまいり

ます。

□一タリーの新しいオンラインツールである「□

―タリー・シ∃―ケース」では、各クラブの行つ

たプロジェクトを紹介することができます。写真

やビデオのほか、事業の様々なデータを掲載可能

です。こちらも先ほど福家GEからもこ紹介があ
りました通り、こ活用いただければと思います。

公共イメージと認知度の向上につきましては、

・ 13・
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インターネットの様々なツールや機能を利用して

奉仕プロジエクトなど□―タリーの独自性を多く

の人に伝えることができます。また□一タリーの

公共イメージを、地元と海外の両方で向上させる

ことができます。具体例としましては、公共イメ

ージ・コーディネーターを設置しました。

さて後半は戦略計画をよりわかりやすくお伝え

するため架空のクラブを見立て、戦略計画を導入

して成功した例を物語的にご紹介致します。

ある日、一人の若い女性が□―タリーに興味を

持ち「青空 RC」 に入会しました。しかしこのク

ラブは退屈な例会やマンネリ化したプロジェクト

といつた数々の問題点を抱え、彼女にとつて決し

て満足のいくものではありませんでした。

この状況を何とかするために彼女は友人を誘い、

各方面から有益な情報を集めました。地区内のリ

ーダーたちからアイデアをもらい、クラブに変化

をもたらすためにベテラン会員とも話し合いました。

そして伝統を守りつつ、若い会員にとっても楽し

いクラブに変革するために協力してもらう同意を

とりつけたのです。

全会員にアンケートを実施、その結果に基づい

て長期的な目標と行動計画を策定しました。そし

てこれを実現するため、ベテランと若手を交えた

実行グループを立ち上げたのです。調査結果では

年齢を問わず、同じような意見が寄せられました。

皆がクラブ例会の改善の必要性を指摘しました。

そこでグループをつくり、それぞれが例会を担当

することにしました。やがてグループ間で、より

楽しい例会を作ろうと競争意識が芽生えました。

会員は皆、コミュニケーシ∃ンの重要性を認識

していましたので、詳しい人材に担当してもらい

効果的な情報提供方法を確立しました。オンライ

ンツールを活用して情報を共有する方法を学ぶこ

ともできました。

またクラブ協議会を開いて、長年行っていなか

つた社会奉仕事業の実施を計画しました。これに

より、互いに親睦を深めることができました。そ

の結果、クラブの活動が非常に充実したものにな

つたので、この後も3ヶ月ことにクラブ協議会を

開くことにしました。

青少年交換プログラムについては、地元高校の

協力も得て高校生を台湾に派遣、オーストラリア

とも交換留学を開始しました。クラブ内では、す

べての会員が学生と交流できるようにスケジュー

ルを調整しました。国際大会などに参加した会員

の興味深い体験談に触発され、他の会員の参加意

識も高まりました。

こうした取り組みが実を結びクラブの会員数は

増加、これに伴い増力日した予算もより慎重に使う

ようになりました。例会の出席率も向上し、短期

間で魅力あるクラブに生まれ変わることができた

のです。

戦略計画とは、自分のクラブが活性化すること

です。無計画に事業を実施するよりも、よく計画

を練つてから実行した方が大きな成果が上がります。

どうか皆様のクラブでもよく計画を練っていた

だき、福家ガバナーの年度が素晴しいものになり

ますことを期待致します。

最後になりますが、事務局員を雇われているク

ラブはこざいますか。結構いらっしゃるようですが、

事務局員がしっかりしているクラブでは、良き□

一タリアンは育たない、というのが私の持論です。

以上で私の講演を終えさせていただきます。本

日は誠にありがとうこざいました。
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□―タリー財団部門
パスト ガバナー
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次年度米山奨学委員長
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（
づ =コ`」 口 菊田  芳 正木 ―光 廣瀬 彰久 川村 弘和 辻村  弘
（
く
〕 守回イブニング 福田 治夫 金丸 大介 佐々木 誠
Ｑ
〕 寝  屋  り‖ 上村  章 辻本 容治 山本 菊栄 中谷 廣― 奥本 義昭
（
Ｊ 吉田 裕彦 田村 成明 田村 耕作 山口 愛彦四  條  畷 谷村 勝美
４

‐ 東  大  阪 国宗 範彰 横田 孝久 和田 員実 岩佐 嘉昭 高林  茂
4 東 大 阪 中央 鈴木 勝俊 金子 勝信 清水興―郎 木 武志 岩崎 史郎
４

， 東 大 阪 東 広田  甫 水上 雅博 河村 幸司 吉崎 広江 寺田 秀興
４

‐ 東大阪みどり 山本 昌宏 竹内 靖剛 北丼 孝彦 後藤 正憲 福田 照男
４

‐ 東 大 阪 西 弓手 宏亮 中野 博之 出口 孝明 松尾  治 高島 政康
乙

‐ 大 阪 柏 原 笠丼 靖彦 日 コイ
日 子三 田 笠丼 和憲 田中 義男 高丼 康伊

4 大阪ネクス ト 茨木  繁 柳川1 裕之 表  泰之 牧尾 晴喜 濱崎 寛和
４

‐ 尾
ｌ

′ 川田  隆 松丼 良介 山本 勝彦 村本 順三
4 八 尾 中 央 飾利

レ

什

匡

十
仏 藤木 良顕 山本与志弥 玉丼 利宏 吉川日出子

４

‐ 八  尾  東 山田 哲男 品川 芳洋 上田 郁生 石川 義 垂丼 信哉
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クラブ名 会 長 幹 事 SAA クラブ奉仕

鰐洲 健三

丼伊圭―郎



山口 正之 福林 ′瞑二 永田 大介
餘鰈巡屁緑隧
山本  格

晰雉贔眩贔輻
田中 孝史

欲隧晟胚隋靡
北野  紀之

中堂 武賢 藤原  進 カロ藤 光祥 溝□ 正孝 長嶋 貞孝
山中 岡」司 河野 優作 芝野弘三郎 黄堂 泰昌 小島  哲 多田 慶
山口 誠治 酒丼 俊一 湯川 泰孝 東 良 植田 豊寅 西田 隆昭
小寺 )閏― 米田  真 木屋 憲章 関谷 洋子 森本 博明 村司 辰朗
天羽 康雄 藤本 訓子 吉田日士光 長谷川龍司 榎原 茂樹
安達  弘 松田 勝己 笹部 義平 藤原  明 中埜  肇
樽丼 郁夫 澤村 栄― 雨森  明 清水 文雄 樹下 行 藤原 安雄

力日藤 員 吉田 政雄 土方 慶之 坂丼 正純
高岡 賢弘 阪本 一平 中尾  巖 松尾 泰博 矢野 克吉 西中  務
田中 猛夫 谷本 勲― 田村 英明 宮里 唯子 西尾 忠夫 西田  滋
奥谷 英夫 西田 泰日吾 山田  実 奥本 利美 笠原隆之助 萬年 成泰
松田 親男 水島  洋 山下聰―郎

宮野 恵子 茶橋 和夫 西島 英信 青木 和男 東谷弥八郎 辻丼 正房
松永  茂 淀丼 満福 畳谷久仁子 木原 E:Б 山本 啓方 石丼 博章
庄瀬  寛 成松 重人 堀田  稔 渡辺 忠雄 長島  寛 水谷 善博
大藤 辰弘 木田 昌宏 長屋  興 由上 時善 田中 孝男
長山 正剛 河合 人 西本恵美子 石田 佳弘 竹村 吉隆 中村 進
齊藤 昇男 松浦 寛法 上場 俊哉 新丼 日召 宮崎 正人 村上

刀
口
一死

土丼
〓

一

二

一

日
田 長積  優 高津 嘉夫

松原 '青― 田川 和見 橋本 正幸 木村 克己 大東  弘 田中 祥介
岩本 静江 近藤  卓 北口千恵子 奥田周―郎 古川 真照 岡市 勝男
磯田 隆平 山中 脩自 山本  昇 森本 匡胤 堀田 修平 小野 俊文
池田 治子 滝川 博嗣
猪奥 年紀 田中  有 森  光雄 安養寺敏彦 冨田 利― 平田 至宏
的場信一郎 西屯Б 智雄 南丼 恒治
嶋田 愛親 木崎 信也 西田 英夫 國田 欣吾 原  正和 駕田  毅
石山 芳和 ― i十 :

二 七 洋行 水谷 治人 博多 尚文 =:適_用 均 橋本 泰明
山中 昇司 元古 隆司 中道  茂 後藤 正伸 谷 順―
堀田 明彦 岡田 光司 森  日寺頼 畑山  勇 前田 浩輝 平田 大
大平 宏美 景山 隆光 森末 尚孝 貝阿弥―郎 梶川 良一
石橋 英司 杉本 哲也 山本 オ斤こ= 義之 )青規 川端 啓― 山下 勝弘
岡田 忠彦 巽  完次 小川 高弘 佐丼 義昌 出原 正秀 宮田 照男
吉川  宏 寺田美保子 川□ 淳 北埜  登 表  康之 石田  肇
村上 靖平 杉森 隆志 土丼 健 植田 稔久 野火田  吉 松浦 利英
梅澤喜八郎 竹谷 立男 藤原  史嗣 川上 卓男 氏野  隆司 中西 英
古賀 省 松田 琢志 林  芳繁 竹内  寛 岡村  政:雨1司 山田 恭子
西村 恵 川本 典美 齋藤安以子 近藤菜穂子 住吉  誠
飯田 寛光 長竹  浩 児林 秀 山陰 恭志 小林 成禎 澁谷登志和

片岡 基博 中丼 敬和 吉村 '青 明 並

'可

 勇人 泉  寛治 松下 和彦
大橋 秀造 堀内 伸也 高岡 正和 中澤  岡」 上山 惣太 松本 智幸
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Ｅ
Ｕ 大 阪 中 央 辻川 功― 松原員由美 五十嵐 晃 松本 晴充
Ｆ
Э 大 阪 堂 島 栗山 吉昭 一死

レ
ヘ
■
不ル 貞夫 佐藤太一郎 下本寸 穂

ｒ
Ｏ 大  阪  北 村上  満 一瓢 秀次 廣瀬 手斤 ■=匡 コ _ 山下 嘉治 梶原 常義
Ｆ
０ 大 阪北 梅 田 伊藤 長範 岸本健之亮 奥田太加幸 濱中員希子
Ｆ
Ｏ 大  阪  西 高士 雄次 相崎 秀樹 木越 正司 [コ 丼 1亘満
Ｆ
Ｏ 大 阪 大 淀 一九］石 大輔 白野 孝明 浅丼 ,青彦 上野 博史 篠原 良洋
ｒ
Э 大阪リバーサイド 徳山 善雄 石田由美子 藤丼 武治 中川 浩一 横田 泰介
ｒ
Ｏ 大 阪 西 北 小山  登 弓田 浩司
Ｆ
Э 大阪そねざき 長尾 依子 松尾 勝裕 宮崎 史子 柳田 恒明 永長  徹
ｒ
Э 大 阪 梅 田 内海閑―郎 岡山 晃 三 稲川 力吏 平山 博史 中西 藤和
Ｆ
０ 大 阪梅 田東 山村 幸久 森田  大 松崎 駿介 山本  毅 岡本 好洋
Ｆ
０ 大阪ユニバーサルシティ 久保田秀― 鈴木 正明 河田 英子 ウ百

=ョ↑田占可 雄 池山 博文
ハ
０ 大 阪 立 野 純三 上山 直英 吉川 秀隆 宮本 又郎
〔
０ 大  阪  東 塩谷 員治 森  良夫 片山  勉 中川 ,青孝 辰野 久夫
（
０ 大阪東淀ちゃやまち

―+― ミ雪コ
ノヽ だF 雅 中村 隆俊 堀  育弘 山本 美徳 足立 博史

ハ
０ 大 阪 城 東 福山 信也 杉野 政史 高山 剛和 作本 貞子 乙部 浩司
ハ
０ 大 阪 中之 島 山本  肇 西田 末彦 嶽下 勇治 伏見  隆
（
０ 大 阪大 手 前 大蔭 政勝 長谷 裕代 多田 秀観 中林 邦友 佐々木 宏
（
０ 大 阪 城 北 廣田 敦善 森本 匡昭 神田 勇人 原田 ,歩 松嶋 健
〔
０ 大 阪天 満 橋 在本  茂 中島 康之 石田 道夫 小寺 ―矢 山田 雅浩
（
０ 大 阪 鶴 見 広瀬 芳和 鳥居 和久 覚野 廣久 木村 和雄 谷  康平
ハ
０ 大 阪 一淀 川 西川 正一 小田 晃 山本 照彦 川合 雄治 高地  健
ハ
０ 新  大  阪 横山洋一郎 北野 克美 松尾  寛 遠藤 義彦 鋳方 貞了
「
／ 大阪フレンド ==卜

羊 矢ロヱ
_上 大 日 」 林  尚美 土丼 教次 青木禎一郎 山本 富造

「
／ 大阪御堂筋本町 田村謙之助 北島 茂治 平丼  満 今澤 哲朗
フ

′ 大  阪  南 小谷 公穂 熊田 昭夫 橋本 倫行 小林 豊光 暮松  毅
７
′ 大 阪 難 波 夏  明義 丼上 満昭 石川 益 三 伴丼 敬司 菰田 吉見
７
′ 大 阪 な にわ 池側 司 丼戸  正 自方 彰 三 藤本 滝三 早栗 義文
フ
′ 大 阪 南 西 小池 廣子 小森 敏鑑 高山 修治 中丸 義昭
「
／ 大 阪 西 南 青木 達也 吹田 康雄 亀丼 築美 増田 國次 八木 洋子
「
／ 大 阪 船 場

ミ:ヨヒ_し′  ミヨE
/円 刀＼  ノ円 塩尻 明夫 平山 明彦 澤田 宗久 )中 真―郎

「
／ 大 阪心 斎 橋 佐伯 良 五味 千秋 芦選 康徳 田中  等
フ
′ 大 阪 うつ ぼ 堤  昌彦 大竹 光明 大川  治 伊勢本員裕 福本 桂

（Ж
〕 大 阪 平 野

又
∫
甲
エ 久光 榊原 克次 友藤 昭弘 小鳥美恵子 溝川 由英

〔
０ 大阪イブニング 松浦 克巳 木下恵美子 長谷川孝夫 藤本加代子 末吉勘四郎
Ｑ
〕 大 阪 城 南 永丼 正美 西澤 吉樹 濱田 由弘 南賀 勝之 内藤 喬皓
（Ｘ
〕 大 阪 咲 洲

F==

「

て 良フ13 成山  肇 向丼 哲己 小林 和由 山村 哲也
（
０ 大 阪 天 王 寺 谷野 清孝 若宮 邦弘 米川 和作 羽賀 順一 渡邊  猛
（
０ 大 阪 帝 塚 山 片山 一歩 出口 統士 東  光宏 清水 常雄 西尾  良―
Ｑ
∪ 大 阪 東 南 杉浦 勝昭 高崎 充弘 松丼 研次 網本 浩幸 宇佐美貴史

〔
０ 大阪アーバン 寺内俊太郎 村上 康司 大橋 正起 相内 真 木本 直弥
〔
０ 大阪みおつ

て
(新 設予 定 )

く し 中島  武 小林恵美子 山中 曽根 祥光 磯野 由理
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竹田 秀道

林  邦彦

芦谷 裕― 吉岡 康雄 瀬田川昭俊

野中 昭彦



吉岡 古
了 大谷久仁雄 後藤 哲男 小谷 和靖 村上憲一郎 飯 田

雌
~

↑円_=二

茅野 哲郎 河野 耕作 長谷山法雄 堀内 敏道 播磨 章―
柴田  高 清水雄―郎 吉川 健之 大野 康裕 鹿浦 英毅 大西 宏史
林  千晃 榮野  隆 神田章太郎 自石  章 木下正三郎

上野 義治 粟村 卓家 丼上 佳昭 中村 壽孝 中安 敬人
末岡 稔啓 長谷川員哲 丼原 悦司 竹岡 和彦 辻  祥光 岡村 雄
小谷 勝広 阪口  太 徳上 洋之 沖米田浩朗 杉原 尚志 藤本 佳之
小嶋  敦 近藤 治郎 河合 秀行 増田 久弥 勝亦 良彰 丼上 芳郎
松田壽美子 庄田寿美子 杉山 矢日 山野 拓也 岸本美智子 泉谷 雅造
一死
レ
ヘ
ム
だし 延介 野口 秀夫 森    治 梶谷 健二 稲本 一夫
河崎 昭男 竹内 岡」志 近藤 幹雄 木岡 良介 市川 寛城 梶本 憲史
中丼 周治 佐田 幸夫 小山田光正 大谷 定子 東

事
圭
″
Ⅸ 豊島 秀郎

北  修爾 田所 伸浩 塩野 秀作 一日

一

′
1面

中川 宏 新丼 信彦 門田 雅輝 藤村 達夫 小切間俊司 盛田 三 五

小坂 克彦 米田 秀実 叙崎 克己 磯田 郁子 太田 廣重
黒松 克行 柳瀬 寛之 佐々木多喜子 薦田  光 伊坂 泰治 中山 浩志
安達 昌弘 松任 保勇 檜皮 ′脱子 吉田  了 下岡陽一郎 小林 俊明
曽我部律夫 竹森 敏麿 河野 裕一 山本 博史 仲村  元 金高 好伸
安田 正幸 中山 卓 弓肖」 要 西田 恵心 カロ納 晴彦 丸丼龍太郎

中村 健輔 三谷 滋伸 中野  格 成松 正和 山本 喬 山村 朋史
津断 友邦 中村 浩― 秀島 博規 林  成志 石川 治均 清水 正憲
末松 大幸 津本 ,青次 青木  高 杉本

白

い 丼本 敏弘 大薮 芳教
村角 末義 大石 博雄 中川 建司 久富 義郎 松本 圭右 生尾 雅美
瀧尻 浩士 美谷 栄 橋本栄次郎 柴山 泰範 関   )羊 輔 安丼  稔
高原 政巳 坂田 哲男 田  晴重 丸尾 照二 岡野啓治郎 岡田俊作・荒川雅行

田中 宏毅 松林  寛 小林 I:IБ 城戸 高史 暁  琢也 飯丼 克典
徐  正葉 慶元 [ユ 北田 好文 原田 直己 久保 幸― 荻原  奨
田ノ本智子 平松 悦子 吉川 仁育 岡藤 龍正 中山 文隆 田中 壽秋
野々原喜久夫 木村  聡 矢田 勝利 南   樹 光満 寛守
花房 雅博 深田 紹雄 村丼史郎・坂中亮善 葉田いつの 沖中 栄子 清水 高士
松谷 廣信 岡本真太郎 林    拓 渡辺 忠之 甚田 隆康 片岡 )青夫

鴻野 沐青彦 丼村 周平 日野 年澄 原田  繁 境 紀世治
藤丼 健蔵 福田 大輔 土丼 靖士 中山 重積 橋本 逸郎 湯尾 恵子
阿部洋治郎 竹下 晋司 福田  修 加満多真二 柿野 雅一
楳村 大作 木   優 宇野 能史 岩丼 晶博
岡部 倫正 岩永 建保 小林 正啓 渡選 邦雄 丼上 裕貴 梅崎 道夫
山本  誠 西山 雅康 河部 ′1党子 上田  彰 宝上 富之 薮野  洋
吉岡 宏之 松丼 隆雄 」=

「コ 田 茂夫 河野 利紘 高木 正夫 新見  葵
丼川 重典 渡邊 純 浅野 敏行 清川1 忠義 岡野 文雄 西田 敦宣
榛木 博章 松崎 達郎 長江  稔 橋本

t=~
洪 二 野崎 瞭― 野 文男

中島 央雄 大塚 千代 吉層|1 茂子 平田  治 川崎  博 山田芙美江

西村 兼 砂田 千秋 廣内 裕子 松丼  保 中山 景子 横田憲―郎

社会奉仕 新世代奉仕 軍Tタリ■1財団 米山奨学 クラブ麟鯵リーダ■
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地区出席者一覧

ガバナー

元RI理事/パスト・ガバナー

直前RI理事/パスト・ガバナー

第3ソーンロータリー・]―ディネーター/パストガバナー/地区研修リーダー

大 阪 中 之 島

大  阪  北

パスト・ガバナー

パスト・ガバナー

尾

木

阪

東

茨

大

大

千 里

千 里

阪

池 田 く れ は

大 阪 中 央

大 阪 西 南

大  阪  西

パスト・ガバナー

パスト・ガバナー

パスト・ガバナー

パスト・ガバナー

パスト・ガバナー

パスト・ガバナー

バスト・ガバナー 八

八

尾

尾

直前ガバナー

ガバナー・エレクト

ガバナー・ノミニー/地区研修委員

地区研修委員

地区研修委員

地区研修委員

地区研修委員

地区研修委員

地区研修委員

次年度クラブ奉仕・拡大増強委員長

次年度広報委員長

次年度職業奉仕委員長

次年度社会奉仕委員長/LM.第 1組ガバナー補佐ノミニー

次年度青少年交換委員長

次年度青少年活動委員長

次年度□―ターアクト委員長

次年度インターアクト委員長

次年度国際奉仕委員長

□―タリー財団委員長

次年度資金推進小委員長

次年度地区財団資金管理小委員長

次年度補助金小委員長

次年度補助金小委員会地区補助金・グローバル補助金担当グループリーダー

次年度補助金小委員会奨学金学友□―タリー平和フェローシップ担当グループリーダー

次年度補助金小委員会職業研11'チーム担当グループリーダー

大 阪 城 南

八 尾 中 央

大 阪 帝 塚 山

大阪御堂筋本町

八  尾  東

東 大 阪 東

大 阪 心 斎 橋

大阪東淀ちゃやまち

中

大 阪 平 野

大  阪  東

大 阪 大 手 前

箕

大 阪 大 手 前

吹 田 江 坂

茨 木

大 阪 天 王 寺

大 阪 フレンド

東 大 阪 東

西

南

南

西

城

木

阪

阪

茨

大

大

大 阪 北 梅 田

屋寝

部 氏 名

ク ラ ブ 奉 仕 部 門 リーダー 高島 凱夫
会 長 部 門 菅生

12L:==

米 山 奨 学 部 門 近藤 雅臣
クラブ研修リーダー部門 リーダー 井上 瞑夫
会 長 部 門 戸田  孝
会 長 部 門 大森 慈祥
会  長  部  門 寺田 和之

米 山 奨 学 部 門 リーダー 若林 紀男

幹 事 ・SAA部 門 リーダー 神崎  茂
社 会 奉 仕 部 門 リーダー 新谷 秀―

国 際 奉 仕 部 門 リーダー 横山 守雄
□―タリー財団部門 リーダー 大谷  透

職 業 奉 仕 部 門 リーダー 松本新太郎

新 世 代 奉 仕 部 門 リーダー 岡部 泰鑑

会 長 部 門 リーダー 福家  宏

会 長 部 門 サブリーダー 泉  博朗
新 世 代 奉 仕 部 門 サブリーダー 岩津 陽介
職 業 奉 仕 部 門 サブリーダー 鈴木  洋
幹 事 ・SAA部 門 サブリーダー 岡田 耕治
クラブ研修リーダー部門 サブリーダー 五味 千秋

米 山 奨 学 部 門 サブリーダー 磯田 郁子
国 際 奉 仕 部 門 サブリーダー 畑田 耕一

ク ラ ブ 奉 仕 部 門 サブリーダー 吉村  昭

ク ラ ブ 奉 仕 部 門 サブリーダー 岡村 岡」行

職 業 奉 仕 部 門 サブリーダー 岡本 雄介

社 会 奉 仕 部 門 サブリーダー 西宮 富夫
新 世 代 奉 仕 部 門 サブリーダー 辻村 和弘
新 世 代 奉 仕 部 門 サブリーダー 西本 健二

新 世 代 奉 仕 部 門 サブリーダー 久保 義誓
新 世 代 奉 仕 部 門 サブリーダー 松井 隆雄

国 際 奉 仕 部 門 サブリーダー 栗原  大

□―タリー財団部門 サブリーダー 溝畑 正信
□―タリー財団部門 サブリーダー 今西 敦之

□―タリー財団部門 サブリーダー 和氣  主

□―タリー財団部門 サブリーダー 宮里 唯子

□―タリー財団部門 サブリーダー 四宮 孝郎

□―タリー財団部門 サブリーダー 梅崎 道夫
□―タリー財団部門 サブリーダー 田邊 司郎

米 山 奨 学 部 門 サブリーダー 西谷 雅之次年度米山奨学委員長
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大 阪 城 南

役  .職  名 クラブ名
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LM.第 1組ガバナー補佐エレクト

LM第 2組ガバナー補佐エレクト

lM第 4組ガバナー補佐エレクト

IM.第 5組ガバナー補佐エレクト

IM第 6組ガバナー補佐エレクト

LM.第フ組ガバナー補佐エレクト

LM第 8組ガバナー補佐エレクト

LM第 2組ガバナー補佐ノミニー

LM第 3組ガバナー補佐ノミニー

IM.第 4組ガバナー補佐ノミニー

IM第 5組ガバナー補佐ノミニー

LM.第 6組ガバナー補佐ノミニー

1.M.第フ組ガバナー補佐ノミニー

IM第 8組ガバナー補佐ノミニー

地区代表幹事

次年度地区代表幹事/1M第4組ガバナー補佐

次年度地区副代表幹事

次年度財務委員長

次年度地区会計/次年度地区幹事

次年度地区幹事

次年度地区幹事

次年度地区幹事

次年度地区幹事

次年度地区幹事

次年度地区幹事

次年度地区幹事

次年度地区幹事

役

会 長 部 門 正岡  哲
会 長 部 門 丼上 義信
会  長  部  門 亀丼 信昭
会 長 部 門 辻本 一義
会 長 部 門 川崎  壽
会 長 部 門 山田 英男
会 長 部 門 杉浦 敬久
クラブ研修リーダー部門 新見  葵
会 長 部 門 簡  仁―

新 世 代 奉 仕 部 門 西屯5 智雄

会 長 部 門 井川 孝三

会 長 部 門 緒方  満
会 長 部 門 戸田 和孝
□―タリー財団部門 矢田 勝利
会 長 部 門 植村宏一郎

幹 事 ・SAA部 門 サブリーダー 村橋 義晃
会  長  部  門 山田 正雄
会 長 部 門 中丼 敬和
会 長 部 門 片岡 基博
幹 事 ・SAA部 門 サブリーダー 松下 和彦

吉本 憲司

山本与志弥

石川 義―

山本 光勇

吉村 清明

泉  寛治
玉井 利宏

吉川日出子

吹

池 田 く れ は

寝  屋  |‖

東  大  阪

大 阪 中 央

大 阪 城 北

大 阪 船 場

大 阪 天 王 寺

茨

香  里  園

木

尾

阪

大阪東淀ちゃやまち

八

八 尾

大

大 阪 南 西

大 阪 平 野

大 阪 中 之 島

八 尾 中 央

八 尾 中 央

八 尾 中 央

八 尾 中 央

八 尾 中 央

八  尾  東

大 阪 柏 原

八 尾 中 央

八 尾 中 央

八 尾 中 央

八 尾 中 央

lM第 3組ガバナー補佐エレクト

クラブ名部|1 門 氏 名

サブリーダー

サブリーダー
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地区協議会実行委員会

実行委員長 野中 志郎
実行副委員長 丼川 孝三 (八 尾 )
実行副委員長 笠丼 靖彦 (大阪柏原 )
ホストクラブ会長 山本与志弥

実行委員会幹事 本卵
実行委員会副幹事 中丼
実行委員会副幹事 川田

実行委員会副幹事 石川

雄二

敬和

隆

我
~

(八 尾 )

(八 尾 東 )

全体会議担当委員

部門別協議会担当委員

委 ! 委員長 副委員長 貝

会場設営
運 営

吉村 '青明 山本与志弥 野中 志郎 松下 和彦

案
内

受
付

接
イ寺

玉丼 利宏 片岡 基博

5
階

[ユ

録

受
付

IM第 1組 宮川  ,青 ・西  秀樹・吉田 ,去功
松井 良介・野村 俊隆・児林 秀一 (八 尾 )

IM第 2組

IM第 3組 笠丼 靖彦・三田 昌孝
笠井 和憲・伊谷 祐一 (大阪柏原 )

IM第4組

IM第 5組 石月1 義―・森下 慶治
池本 繁喜・高岡 正和 (八 尾 東 )

IM第 6組

IM第 7組
玉丼 利宏・泉 寛治・片岡 基博・藤本 良顕

IM第 8組

来賓 大橋 生佳
5階 巨V前 吉川日出子・山倉 登
1階 深丼 達雄・並河 勇人

本

議
場

入 □
野中 志郎・柳 雄二
長竹 浩 (八尾)・ 巽 教 (大阪柏原)・ 桑田タア子 (八尾東)

中 吉村 清明・山本与志弥・松下 不日彦
言己l i衡艮 柳  雄二 吉本憲司(八尾)
救 護 泉  寛治 松尾  汎
会 計 片岡 基博 松下 和彦

部門別協議会委員長 中丼 敬和

P号 SAA 副 SAA 地区委員

会長 中丼 敬和 並河 勇人

幹事・SAA 山本与志弥 松尾  汎

クラブ奉仕 玉丼 利宏 泉  寛治 吉村  日召(大阪平野)

職業奉仕 森下 慶治 (八尾東 ) 石川 義― (八尾東) 北川 忠嗣 (東大阪東 )

社会奉仕 野中 志郎 大橋 生佳 脇  隆俊 (大阪御堂筋本町)

新世代奉仕 津田 伸一 (八尾 ) 柏木武生宜 (八尾)

松岡 伸晃 (八尾)
丼上 善博 (東大阪みどり)

国際奉仕 吉村 清明 山倉  登 糸川千恵子 (大東中央 )

□―タリー財団 坂本 憲治 (八尾) 谷□ 俊文 (八尾)
山陰 恭志 (八尾)

天野 正亮 (東大阪東)
吉城 直孝 (東大阪)

米山奨学 深丼 達雄 吉川日出子
吉田 悦治 (大阪大淀 )
自方 彰三 (大阪なにわ)

クラブ研修リーダー 大谷 隆英 (大阪柏原) 楠本 菊賞 (大阪柏原)
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